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（概要）	
 

本研究では、河川流域から河川を経由して輸送される粒子態有機物の移行動態、および、沿岸域堆

積物への堆積過程を明らかにすることを目的に、年間の懸濁態有機物の供給量に占める割合が高い

降雨時における輸送形態を検討した。福島県を流れる阿武隈川を対象に河川懸濁態粒子中の有機物

の∆14C とδ13C 値を測定した結果、平成24年 6月の台風通過に伴う降雨において、阿武隈川上流から下流に
かけての河川流域から河川へ供給される有機物の特徴は異なり、海洋沿岸域に対しては、下流域からの寄与

が大きいことが明らかとなった。	
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１．目的	
 

	
 最近の気候変動に伴う集中豪雨の規模と回数の増加により、陸域から海洋への物質の移行が促進され、

陸域の生態系とともに、沿岸域での生態系への影響が懸念されている。この実態を把握するためには、移

行する有機物の濃度、フラックスの観測とともに、有機物の質を解析し、その起原とともに流域からの供

給機構を解明することが重要となる。懸濁態有機物は複雑な有機物の複合体であり、特性を把握するため

には様々な項目を分析する必要がある。本研究で着目する炭素安定同位体比と放射性炭素は、有機物のバ

ルクの特徴とともに時間軸を組み込むことが可能であり、有機物の有効なトレーサーとして利用すること

ができる（Raymond and Bauer 2001; Nagao et al., 2005, 2010a,b）。 
	
 本研究では、年間の懸濁態有機物の供給量に占める割合が高い降雨時における輸送形態を検討す

るため、福島県を流れる阿武隈川を対象に河川懸濁粒子中の有機物の∆14C とδ13C 値を測定した。その
結果から、陸起源有機物の海洋沿岸域への輸送状況を検討した。	
 

	
 

２．方法	
 

平成24年 6月 20日未明に台風4号が福島県を通過し、福島市では、19日に 54.0	
 mm、20日には32.0	
 

mm の計 86.0	
 mm の降雨が観測された。この降雨量は福島市における平成 24 年の年間降水量（1070	
 mm）の

1/12 に相当する。阿武隈川では、上流（白河市）、中流（本宮市）、下流（伊達市、岩沼市）に観測点を設

定し、それぞれの測点で 6 月 20 日の最大水位時に河川流心の表層水 15~20L を採取した。なお、白河で
は 6 月 19 日に河川水の懸濁が確認された時点、伊達では 6 月 21 日の水位減少時にも河川水試料を採取し

た。河川水の水質は多項目水質計により測定した。 
採取した試料については、エアー駆動ダイヤフラムポンプを用いて直径150	
 mm の 5A濾紙（ADVANTEC 社）

による濾過を行った後に、直径 146	
 mm の 0.45	
 μmのメンブレンフィルター（ADVANTEC 社）を用いて濾過

作業を行なった。キュービテナー底部に沈降している粒子は遠心分離により回収し、凍結乾燥した後にメ

ノウ乳鉢で粉砕して粉末試料とした。 
	
 有機物の C-14/C-12 の測定は、1M 塩酸で炭酸塩の除去を行った試料について、日本原子力研究開発機

構青森研究開発センターむつ事務所の加速器質量分析計により行った。測定した値は∆14C = ((pMC/100)－
1) x 1000)として表した。また、C-13/C-12の測定は、質量分析計により行い、δ13C値として表した。河川
懸濁粒子と沿岸域堆積物の有機炭素含量、全窒素含量は元素分析計により測定した。	
 

	
 

	
 

JAEA施設利用
タイプライターテキスト
利用施設：タンデトロン施設（炭素ライン）
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３．結果及び考察	
 

  図 1には、平成 24年 6月 20日に台風 4号通過に
伴う降雨の影響が残る阿武隈川河川水中の懸濁粒子

を捕集し、懸濁粒子中の有機物の放射性炭素と炭素安

定同位体比を測定した結果を示した。阿武隈川河川水の

懸濁粒子の有機炭素含有量は上流から下流までほぼ

一定であるが、δ13C 値とΔ14C 値には変動が認められ
た。上流の白河では、δ13C値は－27.7‰とその他の測
点に比べて低い値を示した。Δ14C 値は逆に－3‰と高
い値であった。また、河川懸濁粒子中の C/N比は白
河で 15、それ以外の測点では 9.5~13であった。こ
のことは、阿武隈川上流域では、降雨時に流域の比

較的分解を受けていない森林土壌表層等の有機物が

供給されている可能性が考えられる。一方、下流域

に位置する伊達までは、流下方向に対してΔ14C値が－
3‰から－127‰まで減少傾向にある。これは、見かけ
上古い有機物の河川への供給量が増加することを示

唆している。下流域の伊達では、水位が減少する 6
月 21日にも試料を採取し、δ13C値とΔ14C値を測定し
た。その結果、δ13C 値は－27.6‰、Δ14C 値は－11‰と
上流域の白河に近い値であった。このことは、降雨時の河川における懸濁態有機物の移行は、河川

の水位変動に伴い変動していることを示している。 
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図１	
 阿武隈川上流から下流までの河川水 
	
 	
 	
 懸濁粒態有機物の有機炭素含有量 
	
 	
 	
 (TOC)、有機物のδ13CとΔ14C値 




